
加藤圭一

（１）市営霊園の使用状況について
Q.人口減少、多死社会を迎え、墓地需要の確保が課題である。
本市市営霊園の一般墓地と合葬式墓地の年間申し込み数と利用率は。
A.令和5年の申込数は、約100件。利用率は94％である。
Q.多死社会を迎え、墓地数は足りているか。
A.一般墓地は年間100件程度返還されている。合葬式墓地を含
め、十分数は確保されている。

（２）無縁化に対する課題について
Q.2024年1月21日付読売新聞で、無縁社会において墓が放置
される事例が紹介されていた。いわゆる「無縁墓」への対策は。
A.職員が定期的に園内を巡視している。管理が成されていない墓
地使用者に対しては、適正管理を促す文書を送付し、管理の徹底
をお願いしている。また、墓地内の清掃や草刈り、樹木の剪定を行
っている、シルバー人材センターを案内している。
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